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展示会情報

●第55回 日本臨床細胞学会総会 春期大会
期間：2014年6月6日(金)～ 7日(土)
場所：パシフィコ横浜
お問い合わせ先：運営事務局　Tel.：03-5216-5318
E-mail：jscc55@congre.co.jp

●下水道展 '14 大阪
期間：2014年7月22日(火)～ 25日(金)
場所：インテックス大阪 1～ 5号館
お問い合わせ先：下水道展事務局　Tel.：03-6812-8648　
E-mail：gesuidou@nikkeipr.co.jp

●第87回 日本産業衛生学会
期間：2014年5月21日(水)～ 24日(土)
場所：岡山コンベンションセンター・他
お問い合わせ先：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 公衆衛生学分野
Tel.：086-235-7184　E-mail：sanei87@md.okayama-u.ac.jp

●AIHce 2014
期間：2014年5月31日(土)～ 6月5日(木)
場所：Henry B. Gonzalez Convention Center
200 East Market Street, San Antonio, Texas 78205
お問い合わせ先：http://aihce2014.org
 

■未知ガス定性用検知管 ポリテックⅡ No.25

※上記展示会には、当社も出展しております。ご来場の際は当社ブースにもお立ち寄り下さい。

　気体検知管は、通常は大気中の既知のガスや蒸気の
濃度を測定する目的で用いられますが、未知ガス定性用
検知管「ポリテック」シリーズは、大気中の未知あるいは数
種のガスを同定もしくは同時定性を行うことを目的に開発
されたもので、変色長や変色状況により半定量も行うことが
できます。主に、化学物質の漏洩事故や火災等の緊急時、
災害・事故等の事後調査、化学物質の貯蔵施設等における
漏洩調査、もしくは石油採掘・精製等の現場で用いられて
います。
　定性の手法としては大きく分けて、異なる種類の複数の

検知剤を積層したものと、単一の検知剤を用い、変色の色
調により定性を行うものの2通りがあり、性質が類似したガス
を見分ける場合には、主に後者の手法を用いることとなり
ますが、前者の方がガス種の判別が容易、多成分混合ガス
に対応できる等のメリットがあります。 
　この、異なる複数の検知剤を積層して多数のガスを同時
測定するという手法は当社独自の技術であり、極めて高度
な製造技術が要求されますが、これにより、従来は多数の
異なる検知管を用いなければ得られなかったような情報を、
1本の検知管で迅速に得ることができます。

製 品 紹 介

技 術 紹 介

検知剤との反応による変色の色調・変色状況の違いにより、ガソリンと、灯油・軽油を識別することができます。
※本誌Vol.85（2013年10月）第3面に新製品紹介記事が掲載されています。
※本誌バックナンバーは当社ホームページでも閲覧できます。　http://www.gastec.co.jp/gnews/index.htm

■火災原因調査用検知管 No.108

■未知ガス定性用検知管 ポリテックⅤ No.28

8層の検知剤により、以下のようなガスの定性・半定量を行うことができます。
塩化水素、ホスゲン、塩素、二酸化イオウ、二酸化窒素、硫化水素、シアン化水素、一酸化炭素、水素、リン化水素、アセチレン、
エチレン、プロピレン、メチルメルカプタン、二酸化炭素
※本誌Vol.84（2013年7月）第3面に新製品紹介記事が、Vol.82（2013年1月）第3面に学会発表報告が掲載されています。

7層の検知剤により、以下のようなガスの定性・半定量を行うことができます。
アンモニア、アミン類、塩化水素、硫化水素、塩素、二酸化イオウ、二酸化窒素、一酸化炭素、水素、リン化水素、アセチレン、エチレン、
プロピレン、メチルメルカプタン、二酸化炭素

■未知ガス定性用検知管 ポリテックⅣ No.27

■未知ガス定性用検知管 ポリテックⅢ No.26

3層の検知剤により、以下のようなガスの定性・半定量を行うことができます。

■未知ガス定性用検知管 ポリテックⅠ No.107

未知ガス定性用検知管 ポリテック・シリーズ

検知剤との反応による変色の色調により、以下のようなガスの定性を行うことができます。主に石油精製関係のガスを対象と
しています。

4層の検知剤により、以下のようなガスの定性・半定量を行うことができます。

一酸化炭素
二硫化炭素
硫化水素
アセトン
アセチレン
エチレン

変色
緑色～茶色
緑色
緑色

茶色～緑色
茶色～緑色
茶色～緑色

検知物質
ガソリン
スチレン

トリクロロエチレン
トルエン、キシレン
プロパン、プロピレン

ベンゼン

変色
茶色

黄色～茶色
淡褐色
紫色
茶色
茶色

アンモニア、アミン類
二酸化イオウ、塩化水素、塩素
二酸化窒素
硫化水素
一酸化炭素、水素、オレフィン系炭化水素、メルカプタン類

検知物質 NH3層
黄色

－－－－－－
－－－－－－
－－－－－－
－－－－－－

SO2層
－－－－－－
黄色
紫色

－－－－－－
－－－－－－

H2S層
－－－－－－
－－－－－－
－－－－－－
茶色

－－－－－－

CO層
－－－－－－
－－－－－－
－－－－－－
－－－－－－
黒褐色

検知物質 NH3層
黄色

－－－－－－
－－－－－－
－－－－－－

H2S層
－－－－－－
赤色

－－－－－－
－－－－－－

炭化水素層
－－－－－－
－－－－－－
黒褐色
緑褐色

アンモニア、アミン類
塩化水素、塩素、二酸化イオウ、二酸化窒素、硫化水素
LPガス、ブタン
ガソリン

検知物質
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